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MANAGEMENT SERVICE

人事労務管理相談室

　2026年1月号のニュースレターをお届けします。

　掲載内容に関してご不明な点等があれば、当事務

所までお問い合わせください。
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通勤災害について実務上間違いやすい事例

◆介護離職を防止するために重要となる情報提供
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91％が賃上げを実施
　上記調査結果から、 2024年と2025年の1
人平均賃金の改定状況（予定を含む）をまとめ
ると、表1のとおりです。

　引き上げた企業は全体の91.5％で、前年から
0.3ポイント上昇しました。

80％以上の産業がほとんど
　主な産業別に、 2025年の1人平均賃金の
改定状況をまとめると、表2のとおりです。
　引き上げた企業は、多くの産業で80％以上
となりました。また、未定が10％を超える産業
が複数みられるなど、企業によっても、状況に違
いがあることがわかります。

　2026年の賃金改定は、どうなるでしょうか。 

2025年の賃金改定状況を
振り返る
ここでは、 2025年10月に発表された調査結果※から、 2025年の賃金改定状況を産業別にみ
ていきます。

※厚生労働省「令和 7（2025）年賃金引上げ等の実態に関する調査の概況」
　常用労働者 100人以上を雇用する会社組織の民営企業のうちから、産業、企業規模別に層化して無作為に抽出した企業 3,643 社を対象に、2025年 7月
～ 8月に行われた調査です。有効回答率は 50.7％でした。ここでの 1人平均賃金は、所定内賃金（諸手当等を含むが、時間外・休日手当や深夜手当等の割増
手当、慶弔手当等の特別手当を含まない）の 1ヶ月 1人当たりの平均額です。詳細は次の URLのページから確認いただけます。
https://www.mhlw.go.jp/toukei/itiran/roudou/chingin/jittai/25/index.html

2024年 2025年
引き上げた 91.2 91.5
引き下げた 0.1 1.1
変わらなかった - 1.0
賃金の改定を実施しない 2.3 2.4
未定 6.4 3.9

【表1】1人平均賃金の改定状況 （％）

厚生労働省「令和7（2025）年賃金引上げ等の実態に関する調査の概況」より作成

引き上げた 引き下げた 変わらなかった 実施しない 未定
建設業 89.6 - - - 10.4
製造業 97.5 - - 0.8 1.6
電気･ガス･熱供給･水道業 100.0 - - - -
情報通信業 97.4 - 1.2 0.1 1.2
運輸業，郵便業 85.7 8.7 - 5.6 -
卸売業，小売業 92.8 1.7 - 4.4 1.1
金融業，保険業 90.7 - - - 9.3
不動産業，物品賃貸業 94.7 - - - 5.3
学術研究，専門・技術サービス業 95.4 1.5 - 2.0 1.2
宿泊業，飲食サービス業 78.4 1.0 1.2 7.1 12.2
生活関連サービス業，娯楽業 79.5 0.8 4.1 4.4 11.2
教育，学習支援業 87.4 0.3 1.2 8.0 3.1
サービス業 （他に分類されないもの） 86.4 0.4 5.5 0.0 7.7

厚生労働省「令和7（2025）年賃金引上げ等の実態に関する調査の概況」より作成

【表2】2025年の産業別1人平均賃金改定状況 （％）
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逸脱と中断
　通勤の途中で就業や通勤とは関係ない目的
で合理的な経路を逸れることを「逸脱」といい、
経路は逸れていなくても通勤と関係ないことを
行うことを「中断」といいます。通勤の途中に逸
脱または中断がある場合には、原則としてその
間とその後にケガ等をしたとしても通勤災害と
して認められません。
　例えば、会社からの帰宅途中に通勤経路か
ら外れた映画館で映画を観て、その後いつもの
通勤経路に戻って帰宅するケースでは、映画を
観に行くために通勤経路を逸れた時点から通
勤経路を逸脱し、かつ中断したことになり、映
画を観ている間のケガ等はもちろん、通勤経路
に戻った後にケガ等をしても通勤災害には該当
しません。

逸脱または中断の例外
　逸脱と中断には例外があり、日常生活上必
要な行為であって、やむを得ない理由で必要最
小限度の範囲で行う場合に限り、通勤経路に

戻った後は再び通勤として認められます。なお、
逸脱または中断している間のケガ等は通勤災
害には該当しません。
　この例外となる主な行為は、以下のものが挙
げられています。

　③にある通り、例えば、要介護状態にある親
の介護のために、継続的に実家に立ち寄ってい
るケースでは、実家でのケガ等は通勤災害には
該当しませんが、介護を終えていつもの通勤経
路に戻った以降のケガ等は、通勤災害に該当し
ます。なお、該当するか否かの最終的な判断は
労働基準監督署長が行うことになります。

近年はダブルワークをする従業員が見られるようになりました。本来、通勤災害における「通勤」とは、
就業にあたり住居と就業の場所との間の往復するものでしたが、自社と副業先との間の移動についても
住居からの移動ではないものの、通勤として扱われます。ケガ等をしたときの申請は、目的地への移動と
して判断され、向かう目的地の会社での通勤災害として扱われます。

1月号 / 2026労災保険情報　 ROUMU INFOR M ATION

通勤災害について
実務上間違いやすい事例
従業員が通勤途上でケガ等をしたときには、通勤災害として労災保険から給付を受けることが
できます。ただし、通勤の途中で寄り道をしたり、通勤とは関係のない行為をした場合には、原則
として給付を受けることができません。以下では、実務上間違いやすい具体的な事例を通じて、
通勤災害に関する注意点について解説します。

① 日用品の購入や、これに準ずる行為
② 病院等で診察や治療を受ける行為や、これ
に準ずる行為

③ 要介護状態にある配偶者、子ども、父母、
孫、祖父母等の介護（継続的にまたは反復
して行われるものに限る。）

社会保険労務士法人　みどり人事サポート
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介護離職を防止するために
重要となる情報提供
このコーナーでは、人事労務管理で問題になるポイントを、
社労士とその顧問先の総務部長との会話形式で分かりやすくお伝えします。

総務部長

何かやらなければいけないという記憶はありますが、もう一度教えてください。

わかりました。介護離職を防止するために、2つの事項がスタートしました。一つ目が介護
に直面した旨を申し出た従業員に対して、介護休業制度等の内容を周知し、取得するか
否かの意向を確認することです。二つ目が介護に直面する前の早い段階の従業員（以下、
「40歳の従業員」という）に介護休業制度等の情報を提供することです。

思い出しました。一つ目については、相談があれば総務に申し出るように従業員に伝えて
います。40歳の従業員への情報提供については、まだ対応できていません。

現実に40歳の従業員はいらっしゃいますか？

はい。①を選ぶときには、2026年3月31日までに対象となる従業員に対して情報提供を
行う必要があります。また、40歳に限定せず、毎年40歳以上の従業員やより広い全従業
員を対象にして情報提供を行うことも一案です。

なるほど、今後、仕事と介護の両立は大きな課題になるでしょうから、毎年1回の定例業
務として組み入れてもよいかもしれませんね。

そうですね。情報提供の方法については、面談、書面交付、FAX、電子メール等のいずれ
かとされています。情報提供を行うための資料については、厚生労働省のホームページに
支援ツールが掲載されており、こちらを参考にできると思います。

2025年4月と10月の2回に分けて改正育児・介護休業法が施行されました。2025年4月に
施行された改正事項に、介護離職防止のための個別周知等がありましたが、覚えていますか？

2025年4月に施行された改正育児・介護休業法には、介護離職防止のための取組みがあり、
従業員が40歳というタイミングで介護休業制度等の情報提供を行う必要がある。

確か2名いました。早めの対応が必要ですね。

そうですね。①40歳に達する日（誕生日前日）の属する年度、または、②40歳に達する日の
翌日（誕生日）から1年間、のいずれかに介護休業制度等の情報提供を行う必要があります。

年度か誕生日から1年間のどちらかということですね。各人で管理するより、年度の方が
分かりやすそうですね。例えば2026年2月に、今年度に40歳になった、または40歳にな
る従業員に対して情報提供を行えばよいということですね。

社労士

ONE 
POINT

社会保険労務士法人　みどり人事サポート



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


